








上記のように、第一審本訴原告の例示での主張自体が明らかに失当であるので、第一審本

訴原告の主張全体が、当然、失当であるというのも過言ではない。

３．第一審本訴原告の準備書面（５）１．（２）　スレッド　「脳裏」について

（１）本スレッドについては、投稿者が自分の悩みを第一審本訴被告が主催する和ネット

の掲示板に書き込んだものである。第一審本訴原告の実名を上げての悩みの打ち明けたの

は、第一審本訴被告が、第一審本訴原告と訴訟を行っているので、打ち明けやすいと判断

したものだと推測している。そのため、 第一審本訴被告は悩みを打ち明けやすいように

意見を聞く姿勢であったが、結局は具体的な話を打ち明けられることがなかったスレッド

である。

そのため、対象は、投稿者であり、第一審本訴原告には関係がない。

第一審本訴原告と直接関係のある話であるのかどうかもわからない意見を聞く姿勢が、誹

謗中傷の誘導と受け止めるというのは、この投稿者の意見を聞くことが、第一審本訴原告

に都合が悪いと思っているとしか思えない。それだけ、第一審本訴原告は、具体的な話を

聞く前から、そのようなことで思い当たる節があって、それを防衛するためにそのような

ことを主張しているのしか考えられない。

第一審本訴原告の主張は明らかに失当であり、意味不明である。

なお、第一審本訴被告は、第一審本訴原告のことでいろいろなトラブルを知っているのは

事実である。（乙第５７号証、乙第７０号証）

しかし、第一審本訴被告は、そういうトラブルは、１００％相手方が悪いというものでは

ないという観点から、物事を見ているし、その考え方は、このスレッドでも、例示をあげ

て示している。

（２）本スレッドは、投稿者が具体的な話を打ち明けられることがなかったため、スレッ
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